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持続可能な社会を め ざ して

教
育
協
力
事
業

アフガニスタン国識字教育強化プロジェクト

SM
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d プ
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若
者
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体
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能
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コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
→

P.6ユネスコスクール

支援事業　→P.7、9

人
物
交
流
事
業

高
校
模
擬
国
連
事
業
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P. 
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〜
11

文
化
遺
産
保
護
協
力
事
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奈
良
）

広報活動
ACCU ニュース
ホームページ
資料室 etc.

GAP＊1

ACCU一目で
わかる の今

教職員招へいプログラム

→P.6

教職員派遣プログラム

→P.4～5

韓国

中国

インド

中国
タイ

教育現場の
交流

リーダー
育成

国際社会
との共存

相互理解

地域交流

人材育成

識字能力の
向上

質の高い
教育の推進

持続可能な
社会の担い手
育成

母子保健と
生活環境の向上

韓国

つながりの
創出

A C C U の 活 動 に 参 加 し て み ま せ ん か ？

特 集

SDGs＊4

ES D ＊3 &  E F A
＊2

ユ
ネ
ス
コ
と
と
も
に

２
０
１
６
年
7
月
5
、
6
日
、

ユ
ネ
ス
コ・パ
リ
本
部
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ

推
進
の
た
め
の「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ア
ク
シ
ョン・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ｇ

Ａ
Ｐ
）の
パ
ー
ト
ナ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
が
開
か
れ
、世
界

か
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
推
進
す
る
ユ
ネ

ス
コ
の
キ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
80
以
上

の
団
体
が一堂
に
会
し
ま
し
た
。

前
回
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
会
議
か
ら
1
年
2
か
月
。

会
議
１
日
目
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
、Ｇ

Ａ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
と
し
て「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）の
4
・
7（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つい
て
言

及
さ
れ
て
い
る
条
項
）へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ

い
て
全
体
で
議
論
し
ま
し
た
。
会
議
2
日
目

は
各
優
先
分
野
ご
と
に
分
か
れ
て
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
が
所

属
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
2
は「
機

関
包
括
型
ア
プ
ロ
ー
チ＊

」を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、チ
ー
ム
全
体
で
の
実
践
状
況

が
わ
か
る
マ
ト
リ
ク
ス
の
開
発
と
実
践
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
つい
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

次
の
会
議
は
2
0
1
7
年
3
月
に
カ
ナ
ダ

の
オ
タ
ワ
で
開
催
予
定
で
す
。

A
C
C
U
は
、ユ
ネ
ス
コ
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
日

本
国
内
で
教
育
と
文
化
の
分
野
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
が
実
施
す
る

G＊
１
A
P
の
キ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

各
方
面
と
連
携
し
て
持
続
可
能
な
社
会

を
め
ざ
し
ま
す
。

現
在
は「
人
物
交
流
事
業
」「
教
育

協
力
事
業
」「
模
擬
国
連
推
進
事
業
」

「
文
化
遺
産
保
護
協
力
事
業（
奈
良
）」

の
4
つ
の
柱
の
も
と
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
に一覧
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
や
最
近
の
実
施

報
告
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊Whole Institution Approach（ホール・インスティテューション・アプローチ）／ Whole School Approach（ホール・スクール・アプローチ） ＊1　GAP：グローバル・アクション・プログラム　＊2　EFA：万人のための教育　＊3　ESD：持続可能な開発のための教育　＊4　SDGs：持続可能な開発目標
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韓
国
政
府
招
へ
い
に
よ
り
、
日
本
の
教

職
員
48
名
が
韓
国
を
訪
れ
ま
し
た
。
ソ

ウ
ル
で
学
校
を
訪
問
後
、
2
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
地
方
に
滞

在
し
、
最
後
に
釜
山
に
集
合
し
て
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
、地
方
受
入

れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
訪
れ
た
慶
尚
北
道
・

安
東
、仁
川
広
域
市
で
の
模
様
を
お
伝

え
し
ま
す
。

A
グ
ル
ー
プ

慶
尚
北
道
安
東
へ

A
グ
ル
ー
プ
25
名
は「
韓
国
精
神
文
化

の
首
都
」
と
称
さ
れ
る
慶
尚
北
道
安
東

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。ユ
ネ
ス
コ
世
界
文

化
遺
産
の
安
東
河
回
村
訪
問
時
は
も
ち

ろ
ん
、
学
校
訪
問
時
に
も
安
東
市
が
伝

日本への教職員招へい事業と対をな
すものとして、中国政府、韓国政府
の招へいにより、日本の教職員が約
1週間のプログラムで中国・韓国を訪
問します。学校訪問や現地の教職員、
児童・生徒との直接のふれあいを通
して、互いに学びあい、先生自身の
気づきを日本での教育に活かしてい
くことを目指します。本年度は、6月
に中国、7月に韓国を訪問しました。

統
を
大
事
に
し
て
い
る
よ
う
す
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

吉
州
小
学
校
で
は
、
児
童
が
重
要
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
河
回
仮

面
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
伝
統
を
し
っ

か
り
と
継
承
す
る
た
め
、
週
に
1
度
練

習
の
場
を
設
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
舞
台
に
訪
問

団
か
ら
拍
手
喝
采
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、安
東
の
食
文
化
や
農
産
物
な
ど
に

つ
い
て
の
掲
示
物
が
廊
下
の
あ
ち
こ
ち
に

展
示
さ
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
作

り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。安

東
永
明
学
校（
特
別
支
援
学
校
）

で
は
施
設
内
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
機
密
文

書
の
処
理
、カ
フ
ェ
な
ど
職
業
施
設
が
あ

り
、
そ
こ
が
職
業
訓
練
の
場
や
就
職
先

と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
伝
統
継
承
以

外
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
か
た
ち
で
学
校

と
地
域
、
企
業
が
結
び
つ
い
て
い
る
安
東

市
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
人
物
交
流
部　

齋
藤 

盛
午
）

B
グ
ル
ー
プ

仁
川
広
域
市
へ

B
グ
ル
ー
プ
の
23
名
は
ソ
ウ

ル
か
ら
ほ
ど
近
い
仁
川
広
域

の
西
北
エ
リ
ア
に
位
置
す
る
寧
夏
回
族

自
治
区
銀
川
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今

回
初
め
て
中
国
を
訪
れ
る
参
加
者
も
お

り
、北
京
に
降
り
立
っ
た
と
き
に
は
、緊

張
し
た
様
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

訪
問
団一行
が
見
た
中
国

北
京
市
か
ら
銀
川
市
に
移
動
し

た
一
行
は
、
6
月
14
日
、
銀
川
市
第

二
十
一小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
5

年
生
の
授
業
参
観
で
は
、
豊
中
市
立

上
野
小
学
校
の
児
童
が
作
っ
た
鯉
の
ぼ

り
と
、
日
本
語
と
中
国
語
の
両
方
で

書
か
れ
た
手
紙
が
、
参
加
教
員
の
手

に
よ
って
同
校
の
児
童
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
が
披
露
さ

れ
る
と
、
児
童
か
ら
は
大
き
な
歓
声

に
は
、
校
舎
の
窓
か
ら
生
徒
が
訪
問
団
に

向
か
って
紙
飛
行
機
を
飛
ば
す
…
…
と
い

う
歓
迎
？
を
受
け
、
訪
問
団
一同
、
微
笑

ま
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

受
入
れ
を
ご
担
当
く
だ
さ
っ
た
仁
川

広
域
市
教
育
庁
の
フ
ァ
ン
･
ジ
フ
ァ
指
導

主
事
は
、2
0
1
6
年
2
月
の
訪
日
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
長
野
県
を
訪
問
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
で
す
。
今
回
の
受
入
れ
で
は
学
校
以

外
に
も
、
図
書
館
訪
問
や
文
化
館
で
の

伝
統
衣
装
体
験
、
料
理
体
験
な
ど
挙
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

準
備
し
て
い
た
だ
き
、お
も
て
な
し
の
精

神
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

（
人
物
交
流
部　

高
松 

彩
乃
）

が
上
が
り
、ク
ラ
ス
代
表
の
児
童
が
手
紙

を
読
み
上
げ
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
聞
か
せ

ま
し
た
。
児
童
は
終
始
興
奮
し
た
様
子

で
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
遠
く
離
れ
た

日
本
と
中
国
の
児
童
が
心
を
通
わ
せ
る

場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
2
日
後
に
訪
問
し
た
、
寧
夏
特

殊
教
育
学
校
で
は
、
生
徒
が
私
た
ち
訪

問
団
に
歌
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
訪
問
団
が
お

礼
に
披
露
し
た
中
国
民
謡「
茉
莉
花
」と

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
歌
い
終
え
る
と
、

１
人
の
盲
目
の
生
徒
が
興
奮
し
た
様
子

で
日
本
教
職
員
に
抱
き
つ
く
一幕
が
あ
り

ま
し
た
。
彼
は
、イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ

た
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
経
験

が
あ
り
、
訪
問
団
の
伴
奏
を
担
当
し
た

声
楽
が
専
門
の
音
楽
教
員
を
は
じ
め
と

す
る
訪
問
団
と
、
音
楽
を
通
し
て
心
の

交
流
を
し
た
の
で
し
た
。

帰
国
す
る
頃
に
は
、
訪
問
団
も
す
っ
か

り
中
国
に
慣
れ
、
大
満
足
の
訪
中
と
な

り
ま
し
た
。

（
人
物
交
流
部　

有
薗 

佳
子
）

大
使
館
訪
問
で
の
再
会

帰
国
し
て
40
日
、
再
び
美
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
7
月
29
日
に
中
国
大

使
館
胡
志
平
公
使
参
事
官
の
招
待
に
よ

DATA

プログラム名：
韓国政府日本教職員
招へいプログラム
実施期間：2016年7月
12日（火）〜18日（月）
参加人数：48名
団長：
北海道羅臼町教育委員会
自然環境教育主幹　金澤 裕司

DATA

プログラム名：
中国政府日本教職員
招へいプログラム
実施期間：2016年6月
12日（日）〜19日（日）
参加人数：25名
団長：
大牟田市立羽山台小学校　
校長　宮下 哲夫

窓に鈴なりになる生徒たち

河回仮面劇を披露する韓国児童

中国大使館訪問

り
、
全
国
か
ら
16
人
の
参
加
者
が
大
使

館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
中
国
で
何
度
も

歌
っ
た
思
い
出
の
曲
、
中
国
民
謡
の「
茉

莉
花
」
を
披
露
す
る
訪
問
団
。
中
国
の

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
口
ず
さ
み
、
喜
ん

で
く
れ
た
有
名
な
歌
で
す
。
訪
問
団
は

き
っ
と
輝
く
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
歌
って
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。訪

中
の
話
に
な
る
と
、今
日
帰
国
し
た

か
の
よ
う
に
止
ま
ら
な
い
ト
ー
ク
。
訪
問

団
は
、と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
別
れ
の
と
き
、「
ま
た
集
ま

ろ
う
」の
言
葉
。
中
国
で
学
び
考
え
続
け

た
1
週
間
は
、こ
れ
か
ら
日
本
、
中
国
、

そ
し
て
世
界
に
広
が
る
教
育
に
つ
い
て
、

と
も
に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
仲
間
と
の

出
会
い
と
な
り
ま
し
た
。

（
人
物
交
流
部　

河
口 

枝
里
子
）

教職員派遣
プログラム

対象：教職員
分野：国際交流

期間：１週間

上野小学校から贈られた手紙を読み上げる児童

韓
国

訪
問
団
25
名
は
、
中
国
政
府
の
招
へ
い

に
よ
り
6
月
12
日
〜
19
日
の
8
日
間
に

渡
り
、
北
京
市
、
上
海
市
の
他
、
中
国

中国大使館訪問

中
国

市
で
教
育
庁
と
3
つ
の
学
校
、市

立
図
書
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
前
は「
空
港
」の
印

象
が
大
き
か
っ
た
仁
川
が
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
の
場
所
に
変

わ
る
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

訪
問
先
の
学
校
で
は
、
日
本

語
を
学
ん
で
い
る
高
校
生
と
の

対
話
、
地
域
の
教
職
員
と
の
討

論
会
な
ど
、
地
元
の
先
生
や
生

徒
と
直
接
ふ
れ
合
う
機
会
を
多

く
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
男
子
高
校
を
訪
問
し
た
際
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新
し
い
パ
ン
フ
レッ
ト
が

で
き
ま
し
た

国
際
教
育
交
流
事
業
の
新
し
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
日
本
の
先
生

が
海
外
を
訪
問
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
海

外
の
先
生
方
を
日
本
に
お
招
き
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
国
ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
日
・
英
の
2
言
語
併

記
で
す
。
ご
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
人
物
交
流
部（
0 

3‐3
2
6
9‐

4
4
9
8
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
！

人物交流事業

国際教育
交流事業

対象：学校
分野：国際交流

様
々
な
国
の
教
職
員
が

来
日
し
ま
す

こ
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ニュ
ー
ス
が
皆
さ
ま
の
お

手
元
に
届
く
の
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く

し
て「
タ
イ
教
職
員
招
へい
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
来
日
し
た
タ
イ
教
職
員
の
方
々
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
て
、タ
イ
へ
と
帰
国
さ
れ

ま
す
。
10
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
実
施

し
た
タ
イ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
皮
切
り
に
、

様
々
な
国
か
ら
の
教
職
員
を
お
迎
え
す

る「
プ
ロ
グ
ラ
ム・ラ
ッ
シ
ュ
」を
控
え
、
人

物
交
流
部
員
一同
、
準
備
に
奔
走
し
て
い

ま
す
。

詳
し
い
日
程
は
Ｐ. 

15
の「
事
業
カ
レ
ン

ダ
ー
」に
あ
り
ま
す
が
、
11
月
に
は
中
国

の
第
一
班
と
イ
ン
ド
、
11
月
末
か
ら
12
月

の
初
め
に
か
け
て
は
中
国
の
第
二
班
が
来

日
、
年
が
明
け
て
1
月
に
は
韓
国
の
教

職
員
招
へい
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
ド
か
ら
の
招
へい
事
業
は
今

回
が
初
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
地
域
の
学
校
に

海
外
教
職
員
を

迎
え
ま
せ
ん
か

教
職
員
訪
問
の
受
入
れ
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
方
々
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
、こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。A

C
C
U
で
は
、
年
度
ご
と
に
海
外

教
職
員
の
訪
問
を
受
入
れ
て
く
だ
さ
る

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
教
育
委
員
会

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
来
年
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
実
施
が
決
定
す
る
冬

頃
に
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。
様
々
な

地
域
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

＊URL: http://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/unp_a/page25_000268.html

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
養
成

に
も
力
を
入
れ
ま
す

2
0
1
6
年
度
は
、
各
団
体
に
お

け
る
若
者
活
動
実
施
の
ほ
か
、
各
団
体

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
養
成
の
た
め
の
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
実
施
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

開
発
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
は
5
月
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ

れ
、
10
月
に
は
日
本
で
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
に

向
け
て
奔
走
中

母
子
保
健
を
テ
ー
マ
に
し
た
識
字
教

育
支
援
、Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

Ａｓ
ｉａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
か
ら
今
年
は
10
年
目
の
節
目

の
年
に
な
り
ま
す
。
持
続
可
能
性
を
考

慮
し
つ
つ
、
何
を
残
し
、
何
を
変
え
て
い

く
の
か
、
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
応
え

ら
れ
る
プ
ロ
ジェク
ト
と
す
る
た
め
に
、
新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
努
め
て
い
ま

す
。カ

ン
ボ
ジ
ア
の
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

Ａｓ
ｉａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
地
の
協
力
団
体
カ
ン
ボ

ジ
ア
女
性
開
発
機
関（
Ｃ
Ｗ
Ｄ
Ａ
）と一緒

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｗ
Ｄ
Ａ
な
ら
び

に
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
通
し

て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
省
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

教
育
局
と
数
十
年
に
わ
た
っ
て
協
力
関

係
を
築
い
て
い
ま
す
が
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
強
化
の
た
め
に
、Ｃ
Ｗ
Ｄ
Ａ
が
教

育
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
加
盟
に

向
け
て
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
う
一つ
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
の
つ
な
が
り
の
強
化
で
す
。
Ｃ
Ｗ

Ｄ
Ａ
の
職
員
と
と
も
に
、
識
字
教
室
を

実
施
す
る
村
の
村
長
、
行
政
職
員
、
保

健
所
の
看
護
師
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
の
教
育
担
当
の
行
政
官
か
ら
は

教
材
支
援
や
識
字
教
室
の
先
生
へ
の
技

術
面
の
支
援
、
保
健
所
か
ら
は
識
字
教

室
に
通
う
学
習
者
で
経
済
状
況
の
良
く

な
い
家
庭
は
無
料
で
検
診
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
い

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
方
面
の
協
力
と
支
援
を
得
て
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
。

E
S
D
実
践
の
た
め

研
修
を
始
め
ま
し
た

A
C
C
U
は
本
年
度
、
平
成
28
年
3

月
に
文
部
科
学
省
・
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内

委
員
会
よ
り
発
行
さ
れ
た「
E
S
D
推

進
の
手
引（
初
版
）」
を
用
い
た
研
修
を

都
道
府
県
や
市
町
村
の
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
全
国
5
か
所
で
実
施
し
ま

す
。
こ
の
手
引
の
対
象
で
あ
る
教
育
委

員
会
の
指
導
主
事
や
学
校
で
実
践
さ
れ

る
学
校
管
理
職
の
方
々
に
参
加
を
よ
び

か
け
、広
く
E
S
D
の
推
進
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G

ｓ
）」で
教
育
の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
、ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
限
ら
ず
、

教
育
現
場
で
は
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育（
E
S
D
）への
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
教
職
員
の
E
S
D
に

対
す
る
理
解
を
深
め
た
り
、
実
践
し
た

り
す
る
た
め
の
十
分
な
時
間
が
確
保
で

き
な
い
現
状
や
、担
当
者
異
動
に
よ
る
活

動
継
続
の
難
し
さ
な
ど
、
共
通
の
問
題

点
を
探
り
、
解
決
策
を
見
出
せ
る
よ
う

な
研
修
を
行
って
い
き
ま
す
。
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
実
際
に
手
引
を
用
い
た

研
修
を
行
う
と
き
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う

な
構
成
と
な
って
い
ま
す
。

研
修
の
皮
切
り
と
な
っ
た
東
京（
7

月
）と
新
潟（
8
月
）の
開
催
で
は
、多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
充
実
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
研
修
の
申
し

込
み
方
法
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
順

次
A
C
C
U
や
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ご
関
心
を
お
持
ち
の
学
校
関
係
の
皆
様
、

ど
う
ぞ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
開
催
予
定

・
静
岡（
10
月
・
参
加
者
公
募
な
し
）

・
北
海
道（
11
月
・
公
募
有
り〈
予
定
〉）

・
福
岡（
2
0
1
7
年
1
月
・
公
募
有

り〈
予
定
〉）

教職員招へい
プログラム

対象：学校・教育委員会
分野：国際交流

期間：１週間

ユネスコスクール
支援事業

ESD 推進の手引を
活用するための研修

対象：教職員
分野：ESD
期間：１日

SMILE Asia
プロジェクト

若者主体の
持続可能な
コミュニティ

開発

参加国と実施団体
パキスタン　Sanjh Preet Organization
バングラデシュ　BRAC
フィリピン　People’s Initiative for 
 Learning and community 
 Development (PILCD)
インド　Centre for Environmental 
 Education (CEE)
インドネシア　XL Future Leader Program

プロジェクト対象地域の保健所
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「
食
」か
ら

始
ま
る
学
び

「
食
」は
世
界
共
通
、
人
類
の
関
心
事
。

料
理
は
も
ち
ろ
ん
食
糧
保
全
か
ら
気
候

変
動
ま
で
、様
々
な
問
題
が
提
起
で
き

ま
す
。
教
室
内
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
や

国
内
外
の
他
の
学
校
と
も
連
携
し
て
、

多
様
な
学
び
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
は
2
0
1
1
年
よ
り
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と

と
も
に
国
際
協
働
学
習
活
動
プ
ロ
ジ
ェク

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は「
お
米
」や「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
学

校
と
地
域
が
協
働
し
て
教
室
内
だ
け
で

な
い
多
様
な
学
び
の
機
会
を
創
出
し
て
い

く
と
と
も
に
、国
内
外
の
他
の
学
校
と
も

連
携
し
て
お
互
い
の
学
び
を
深
め
て
い
き

ま
す
。
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
一
緒
に
持
続
可
能
な
未
来
に
つ
い
て
考

え
、
実
際
に
行
動
で
き
る
よ
う
試
行
錯

誤
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ 

Ｆｏｏ
ｄ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、2
0
1
5
年
に
イ
ン

ド
と
日
本
の
12
の
学
校
を
対
象
に
始
ま

り
ま
し
た
。「
食
」や「
食
を
取
り
囲
む

状
況
」は
、
生
物
多
様
性
・
気
候
変
動
・

食
糧
保
全
・
食
物
消
費
や
伝
統
料
理
な

ど
を
含
め
た
文
化
・
社
会
・
環
境
・
経
済

と
、
様
々
な
側
面
か
ら
考
え
る
こ
と
の
で

き
る
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に

3
つ
の
国
際
協
働
学
習
グ
ル
ー
プ（
①
生

産
技
術
グ
ル
ー
プ
、
②
生
産
消
費
サ
イ
ク

て
選
定
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
発
展
お

よ
び
深
化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
支
援

を
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
学
校
か
ら
校
種
を
問
わ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
段
階
で
魅
力
あ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
す
べ
て
の
学

校
を
対
象
と
し
ま
す
。ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
で
あ
る
こ
と
は
前
提
条
件
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
全
国
的
な
活
動
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、選
定
に
あ
た
っ

て
は
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
ま
し
た
。

6
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
募
集
を
行
い
、

専
門
家
に
よ
る
審
査
の
結
果
、左
記
の
学

校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
、
よ
り
い
っ
そ
う
実
践
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
研
修
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ

ル
グ
ル
ー
プ
、
③
食
文
化
グ
ル
ー
プ
）に
分

か
れ
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

6
月
に
日
本
の
参
加
校
の
先
生
方
を

対
象
に
東
京
で
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催

し
、
昨
年
度
の
反
省
と
し
て
、「
自
分
の

学
校
の
活
動
は
い
ろ
い
ろ
と
で
き
た
が
、

海
外
を
含
む
他
校
の
生
徒
と
の
学
び
合

い
が
不
十
分
で
あ
っ
た
」や「
も
っ
と
問

題
解
決
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
な
い
た

い
！
」と
い
う
熱
い
想
い
を
共
有
し
ま
し

た
。海

外
か
ら
は
昨
年
に
引
き
続
き
イ
ン

ド
の
学
校
、
今
年
よ
り
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
学
校
が
新
た
に
参
加
し
て
い
ま

各国コーディネート団体：タイ Thai Education Foundation、インド Centre for Environment 
Education、インドネシア Indonesian National Commission for UNESCO

プ
の
実
施
、
国
内
外
の
学
校
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
支
援
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
有

識
者
に
よ
る
活
動
内
容
の
助
言
・
指
導
、

制
作
物
の
発
行
・
広
報
な
ど
で
支
援
し
て

す
。
6
月
に
は
タ
イ
で
各
国
の
プ
ロ
ジェク

ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
を
す
る
団
体
と

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
ま
し
た
が
、
ど
の

団
体
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
評
価
し

て
、実
施
に
前
向
き
な
対
応
で
し
た
。

11
月
に
は
各
国
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
先
生
方
を
招
い
て
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
本
の
学

校
を
訪
問
し
た
り
、
国
際
協
働
学
習
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た

り
、
参
加
者
が
学
び
合
え
る
機
会
と
な

り
ま
す
。

関
心
を
お
持
ち
の
先
生
方
、ぜ
ひ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｕ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
き
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
学
校
だ
け
で

な
く
、
近
隣
の
学
校
や
地
域
社
会
か
ら

の
幅
広
い
参
加
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
広
く

活
動
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

ESD Food 
プロジェクト

対象：学校
分野：国際協働学習

ユネスコスクール支援事業

ESD 重点校
形成事業

対象：学校
分野：ESD

全国のサステイナブルスクール

気仙沼市立面瀬小学校 宮城県

気仙沼市立唐桑小学校 宮城県

登米市立米谷小学校 宮城県

江東区立八名川小学校 東京都

杉並区立西田小学校 東京都

目黒区立五本木小学校 東京都

横浜市立永田台小学校 神奈川県

新居浜市立惣開小学校 愛媛県

阿南市立桑野小学校 徳島県

大牟田市立吉野小学校 福岡県

石巻市立牡鹿中学校 宮城県

大田区立大森第六中学校 東京都

名古屋国際中学校・高等学校 愛知県

福山市立福山中・高等学校 広島県

静岡県立下田高等学校
南伊豆分校 静岡県

広島県立安古市高等学校 広島県

愛媛県立新居浜南高等学校 愛媛県

独立行政法人国立高等専門学校機構
福島工業高等専門学校 福島県

千葉県立桜が丘特別支援学校 千葉県

愛知県立みあい特別支援学校 愛知県

ＮＰＯ法人　東京賢治の学校
東京賢治シュタイナー学校 東京都

特定非営利活動法人
横浜シュタイナー学園 神奈川県

特定非営利活動法人
京田辺シュタイナー学校 京都府

ＮＰＯ法人　箕面こどもの森学園 大阪府

輝
け
!
 

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

ス
ク
ー
ル

国
内
各
地
の
学
校
で
は
、
自
由
に
様
々

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
E
S
D
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
で
魅

力
あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
学
校
を

「
重
点
校
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
活
動

を
応
援
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

A
C
C
U
は
本
年
度
、
教
育
を
通
じ

て
持
続
可
能
な
未
来
、
社
会
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
実
践
的
な
取
り
組

み
を
お
こ
な
う
意
欲
の
あ
る
学
校
を
公

募
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
」
と
し
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第
1
回
は
わ
ず
か
26
校
28
チ
ー
ム（
2

人
1
組
）か
ら
始
ま
っ
た
高
校
模
擬
国
連

も
、
昨
年
度
の
第
9
回
大
会
で
は
応
募

チ
ー
ム
数
が
初
め
て
2
0
0
を
超
え
る

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
今
後
も
ま
す

ま
す
全
国
に
活
動
の
輪
が
広
が
って
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
高
校
生
は
夏

休
み
を
利
用
し
て
、
7
月
初
め
に
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
書
類
選
考
課

題
に
取
り
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を

集
め
な
が
ら
研
究
を
進
め
、10
月
の
全
日

本
大
会
への
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

国
公
立
の
学
校
か
ら
の
応
募
も
年
々

増
え
て
お
り
、
模
擬
国
連
活
動
を
始
め

た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
と
頭
を

悩
ま
す
先
生
た
ち
を
対
象
に
、「
全
国

中
高
教
育
模
擬
国
連
研
究
会＊

１

」と
い
う

研
究
グ
ル
ー
プ
が
昨
年
3
月
に
発
足
し

ま
し
た
。
応
募
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

一
方
で
、
書
類
選
考
を
経
て
出
場
で
き

る
チ
ー
ム
の
倍
率
も
高
く
な
り
、
新
し
い

参
加
校
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

不
安
を
取
り
除
き
、よ
り
多
く
の
高
校

生
に
模
擬
国
連
の
現
場
を
体
験
し
て
も

ら
う
べ
く
、A
C
C
U
で
は「
全
国
中
高

教
育
模
擬
国
連
研
究
会
」と
協
力
し
て
、

来
年
か
ら
事
前
の
選
考
な
し
の
先
着
順

で
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
新
た
な

形
の
模
擬
国
連
大
会
の
企
画
を
始
め
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
日
本
の
国
連
加
盟
60
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
本
事

全
日
本
大
会
の
議
題
は「
サ
イ
バ
ー
空

間
」で
出
場
チ
ー
ム
は
割
り
当
て
ら
れ
た

国
の
大
使
と
し
て
そ
の
国
の
国
益
を
考

え
な
が
ら
準
備
を
進
め
、
当
日
の
論
戦

に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
ば
れ
た

高
校
生
た
ち
に
実
際
に
会
え
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
当
日
は
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
細
は
グ
ロ
ー
バ
ル・
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
日
本

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＊

を
ご
覧
下
さ
い
。

2
0
1
6
年
11
月
12
日
、
13
日
に
国

際
連
合
大
学
で
開
催
す
る
第
10
回
全
日

本
高
校
模
擬
国
連
大
会
に
は
1
3
7
校

2
0
2
チ
ー
ム
の
応
募
が
あ
り
、
日
本

語
・
英
語
の
課
題
論
文
審
査
で
選
ば
れ

た
約
90
チ
ー
ム
1
8
0
人
が
参
加
し
ま

す
。
今
回
の
課
題
は
、
作
成
を
担
当
し

た
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
も
懸
念
す
る
く
ら
い

レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
例
年
同
様
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

理事長　齋藤 優香子さん
（慶應義塾大学法学部3年）

模擬国連の魅力は「一生の仲間ができる」という
ところに大きくあると思います。本気の議論をする
中で、お互いのことを尊敬し合い、切磋琢磨でき
る関係を築けるこの活動の事を知らない高校生

がまだまだ多いのが現状です。10年
後は、甲子園のように日本中の高
校生に知れ渡り、全国の学校の

授業でも当たり前のように取り
上げられるような活動にな

ることを願っています。

研究主任　神保 真宏さん
（東京大学経済学部3年）

会議を組み立てる役割を担っているため、大使
同士がどのようにお互いの意見を認め合い、よ
りよい解決を見出していくかというプロセスに醍
醐味を感じています。まだ
模擬国連を経験したこ
とのない高校生がこ
の醍醐味を味わえる
よう、今より多くの会
議を提供できる
ようになりたい
です。

広報局長　馬欠場 直人さん
（慶應義塾大学経済学部3年）

現在、広報局長として模擬国連のことをたくさん
の方に伝えるはたらきをしていますが、まさにそ
の「伝える」ということは高校模擬国連の基本中
の基本です。それを全国から一堂に
会した優秀な高校生達同士で
繰り広げる全日本大会ですが、
今後はその前哨戦なる地方大
会が生まれるほど、全国的に広
まっていくようにますます広報
に力を入れていきたいと思い
ます。

「新大会」を開催予定です。
ACCUと全国中高教育模擬国連研究会は共催で、「高校生の高校生に
よる高校生のための大会」というキャッチコピーのもと、より多くの高校生が
参加できる大会（通称：新大会）の開催を予定しています。
　
大会名：全国高校教育模擬国連大会
日時：2017年8月7日−8日
場所：国立オリンピック記念青少年総合センター
参加費：1名につき3000円
使用言語：日本語
応募：来春4月開始予定（詳細はACCUウェブサイト上で発表します）

当日は、約700人を収容できる会場でたくさんの高校生の参加をお待ちし
ています。新大会は誰でも参加できる入門型の大会のため、初めて模擬
国連にチャレンジしようとしている高校生や、全日本大会への出場に向け
て練習を重ねたい高校生も大歓迎です。また、当日お手伝いしてくださる
方も募集しています。模擬国連の楽しさをより多くの人に伝えたい高校生
や大学生、教員の先生方はぜひ下記までお問い合わせください。新大会
への参加や全模研の入会にご興味のある方も、お問い合わせをお待ちし
ております。

お問い合わせ
公文国際学園SGH担当　米山 宏　jone_yokosuka@hotmail.com

徳永理華さん
（慶応義塾大学2年　2013年の全日本大会で優秀賞
を受賞、2014年国際大会に参加）

Q 模擬国連を通して得たものは？
A 小学校から12年間一貫校で育った私にとっ

て、模擬国連は初めての校外活動で、視野が
広がり、大変刺激を受けました。その時出会った
仲間とは今でも時々会うほどのつながりとなりました。

Q 国際大会と全日本大会で感じた違いとは何ですか？
A さまざまな国からの参加者がいる国際大会では、

参加者ひとりひとりの価値観や思考プロセスから
違うということに衝撃を受けましたが、多様な意
見をみんなでひとつにまとめていく過程はとても
おもしろいと感じました。

Q将来はどんな事をしたいですか？
A 模擬国連を通して、政策や会議といった

目には見えないものを創り上げていく活
動が好きな自分に気づきました。今大学
で学んでいる法律の勉強も活かしなが
ら、人と人、ものとものをつなぐ架け橋
になりたいと思います。

模擬国連へのご寄附：ゆうちょ銀行口座：00100-9-118021
口座名義：公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター
※「高校模擬国連事業」とご明記ください。

こちらのQRコードを読み
取ると、2015年5月の高校
模擬国連国際大会の様子
をご覧いただけます。

＊1 「全国中高教育模擬国連研究会（全模研）」：事例研究や情報交換などを重ね、模擬国連を中学高校の教育現場で活用する方法を考える教員が構成する任意の研究会。
＊2 グローバル・クラスルーム日本委員会（JCGC）：首都圏の大学に通う学生達からなる団体。高校生の時に模擬国連に出会い、全日本大会で派遣団として渡米した経験を持つ学生もいれば、大学生になってから

模擬国連活動を始め、それと平行する形で高校生に模擬国連のおもしろさを伝える運営側としての活動をしている学生など、バックグラウンドはさまざま。

＊ URL：http://jcgc.accu.or.jp/

大
き
く
羽
ば
た
く

高
校
生
大
使
た
ち

高
校
生
が
各
国
の
大
使
に
扮
し
て
、
国

連
本
部
の
議
場
さ
な
が
ら
の
議
論
を
行

う
高
校
模
擬
国
連
。
2
0
0
7
年
に
始

ま
り
今
年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
目
を
迎
え

る
こ
の
活
動
を
、A
C
C
U
が
共
同
主

催
者
と
し
て
支
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
2
0
1
2
年
国
際
大
会
へ
の
派
遣
事

業
が
始
ま
り
で
し
た
。今
回
は
、事
業
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

つ
つ
、
高
校
模
擬
国
連
活
動
の
流
れ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

模擬国連で
得たものは？

ACCUのボランティア
スタッフより

高校模擬国連
対象：高校生

分野：国際交流

業
も
そ
の
記
念
事
業
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
A
C
C
U
は
、
共
同
主
催
団
体
と

し
て
、
大
会
の
事
務
局
サ
ポ
ー
ト
や
、
協

賛
企
業
の
皆
様
と
の
橋
渡
し
に
今
後
も

努
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
活
動
は
皆
様
か

ら
の
ご
支
援
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
寄

附
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

次の10年へ
向け展望は？
JCGC＊2の3人に

伺いました
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＊
Ｅ
Ｓ
Ｄ‐Ｊ
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
１０
年
を
政

府
と
共
に
国
連
に
共
同
提
案
し
た
個
人

や
団
体
が
中
心
と
な
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進

を
目
的
に
2
0
0
3
年
に
発
足
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
熱
心

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
、

行
政
等
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
政
策
提

言
や
市
民
社
会
と
行
政
、
企
業
等
を
つ

な
ぐ
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェク
ト
や
フ
ォ
ー
ラ
ム

等
を
実
施
し
て
き
た
。

魅
力
的
な
講
師
が
お
く
る

出
前
授
業
と
は
？

奈
良
事
務
所
で
は
、
県
内
の
高
校
生

を
対
象
に
、「
世
界
遺
産
教
室
」と
い
う

出
前
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業

開
始
か
ら
12
年
に
な
り
ま
す
が
、
年
を

2
0
1
6
年
4
月
22
日
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
つ
い
て
」
を
文

部
科
学
省
と
環
境
省
が
同
時
記
者
発
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
2
0
1
4
年
11
月

に
開
催
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）に
関
す
る
ユ
ネ
ス

コ
世
界
会
議
」等
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
両

省
が
官
民
協
働
の
仕
組
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
も
の
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ‐Ｊ
は
世

界
会
議
開
催
後
の
国
内
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進

に
向
け
た
幾
つ
か
の
提
案
を
政
府
に
対
し

て
行
って
き
ま
し
た
が
、
本
セ
ン
タ
ー
は
こ

れ
ら
の一つ
で
あ
り
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
目
的

は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
わ
る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
、
地
域
で
の
取
組
を
核
と
し
つつ
、

様
々
な
レ
ベ
ル
で
分
野
横
断
的
に
協
働
・

連
携
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
推
進
す
る
た
め
の
全

国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
機
能
の
役

割
を
担
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
全

国
8
か
所
に
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の「
地
方
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
て
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

10
年
で
全
国
各
地
に
生
ま
れ
た
様
々
な

Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
践
団
体
や
支
援
組
織
が
、
情

報
を
共
有
し
、
交
流
し
て
学
び
あ
い
、

重
ね
る
間
に
開
催
の
要
望
が
増
え
、
今

年
は
10
校
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
加

え
て
今
年
は
じ
め
て
、各
校
で
教
鞭
を
と

る
先
生
方
の
た
め
の「
世
界
遺
産
教
室
」

を
新
規
開
講
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

講
師
は
、フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
久

保
美
智
代
さ
ん
、
通
訳
の
小
野
以
秩
子

さ
ん
で
す
。
お
二
人
と
も
仕
事
の
傍
ら
、

毎
年
い
く
つ
も
の
世
界
遺
産
を
巡
っ
て
き

た
、
自
他
と
も
に
認
め
る「
世
界
遺
産
オ

タ
ク
」。
久
保
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
に
訪

問
し
た
世
界
遺
産
の
数
4
0
0
か
所
の

大
記
録
が
目
前
で
す
。
本
誌
4
0
0
号

発
行
の
頃
に
は
達
成
し
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

お
も
し
ろ
く
楽
し
く

そ
し
て
深
く

「
世
界
遺
産
教
室
」で
は
、
条
約
の
成

り
立
ち
や
仕
組
み
、
そ
の
意
義
な
ど
に
つ

世
界
遺
産
は
人
類
の
宝
物

い
て
学
び
ま
す
。
講
師
自
ら
撮
っ
た
映

像
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、「
お
も
し
ろ
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
と
銘
打
っ
た
ク
イ
ズ
形
式
の
手

法
も
交
え
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
工
夫

が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
受
講
生
た
ち
は
、
今
も
戦
争

や
自
然
災
害
な
ど
危
機
に
直
面
す
る
遺

産
が
あ
る
こ
と
や
、
戦
争
や
奴
隷
貿
易

な
ど
に
関
係
す
る「
負
の
遺
産
」が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
、
深
く
知
る
機
会
を
も

ち
ま
す
。
芸
術
的
価
値
が
高
い
歴
史
建

造
物
や
美
し
い
自
然
だ
け
で
な
く
、こ
れ

ら
全
て
の
遺
産
が「
人
類
全
体
の
宝
物
」

で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
学
ぶ
生
徒
た
ち

の
ま
な
ざ
し
は
真
剣
で
す
。

昨
年
か
ら
は
、
受
講
生
の
学
年
や
専

攻
に
応
じ
て
、討
議
の
時
間
を
設
け
る
な

ど
の
工
夫
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
遺
産
保
護
を
担
う
若
い
世
代
の
皆
さ

ん
に
、よ
り
一層
の
興
味
を
持
って
欲
し
い

と
願
う
か
ら
で
す
。

A
C
C
U
奈
良
事
務
所
で
は
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
や
国
際
会
議
、海
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
を
通
じ
た
交
流
、情
報
収
集

や
発
信
を
行
い
、文
化
遺
産
保
護
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
中
か
ら「
世
界
遺
産
教
室
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ウェブサイトでは政府のESD推
進施策や助成金、様々な主体が提
供しているアワード・表彰、研修・
交流、教材・資料、海外の動き等
の情報を発信。
http://esdcenter.jp/

奈良県立奈良
朱雀高校にて、
小野以秩子さん
の授業

奈良市立一条高校にて、久保美智代さんの授業

オープニング式典には、多様な立場（NPO、企業、自治体、政府、国会議員など）の人が集まった。

奈
良
事
務
所
　
研
修
事
業
部
長
　
中
井
　
公

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
広
げ
深
め
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト

し
合
う
、
地
域
レ
ベ
ル
、
広
域
レ
ベ
ル
、
全

国
レ
ベ
ル
と
いっ
た
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
魅
力
を
発

信
し
、
新
た
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
る
主
体
を
増
や
し
、
支
援
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
広
げ
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
‐
Ｊ
と

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
が
共
同
で
運
営
を
受
託
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
分
野
で
強
力
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

推
進
し
て
き
た
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
連
携
し
て
本

事
業
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
非
常
に
心

強
く
思
って
い
ま
す
。

地
域
創
生
や
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ＊

な
ど
国
内

外
で
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、
ま
さ
に
人

づ
く
り
の
問
題
で
あ
り
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
課
題

で
す
。
こ
の
た
め
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

ま
ず
は
、
全
国
と
地
方
の
セ
ン
タ
ー
が

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
働
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み

の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
作
り
、さ
ら
に
大

き
く
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が

関
係
者
一
同
の
切
な
る
願
い
で
す
。
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

片
や
、
先
生
方
が
寄
せ
る
関
心
も
、

生
徒
に
引
け
を
取
り
ま
せ
ん
。
県
内
各

校
で
地
歴
科
を
担
当
す
る
26
名
が
校
務

の
合
間
を
ぬって
、
先
生
方
の
た
め
の「
教

室
」に
参
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
は
、
率
直
な
感
想
を
た

く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。
な
か
に「
遺
産

の
紹
介
に
止
ま
ら
ず
、
世
界
遺
産
を
通

じ
て『
心
の
中
に
平
和
の
砦
を
築
く
』と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
明
確
に
伝
わ
っ
て
き

た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
企
画
へ
の
確

か
な
手
応
え
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ESD活動支援センター
始動!

特定非営利活動法人
持続可能な開発のための教育推進会議＊

（ESD-J）
代表理事　阿部　治

＊　SDGs：持続可能な開発目標
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味の素グループは創業以来、事業を通じて社会的課題の解決
に貢献する取り組みを続けてこられた企業です。食をテーマにし
たACCUの教育プログラムについて説明させていただいたことを
機に会員としてご支援いただいています。

社名になっている調味料の「味の素」は昆布だしから生まれた
グルタミン酸、「うま味」成分ですが、この「うま味」は最近の研究
で人類共通の基本味の一つに加えられました。国際語にもなって
います。

味の素グループにとって社会貢献活動は事業と別物ではなく、
現在は、「社会にとっての重要度」と「事業にとっての重要度」の

両方が高い分野を抽出、整理
した結果、「不足・過剰栄養」
等を改善すべき重要な問題とし
て活動の方針とされているそう
です。

アジアの活動では、ベトナム
の学校給食プロジェクトについ

て伺いました。国と地域行政、諸機関と連携して栄養バランスのよ
い学校給食の普及をめざすもので、味の素は献立作成やシステム
の開発等で協力されています。児童の栄養状況改善という社会
貢献が同時に調味料などの商品の利用という事業につながるとの
お話は、まさに持続可能な社会貢献のモデルだと思いました。

また、長期的視点で途上国の食・栄養分野の課題解決に役立
つプログラム実施団体の活動も支援されています。社内外の理解
と共感を深めるために現地プロジェクトの視察を行い動画により臨
場感の共有を図り、短期間では見えにくい効果の「見える化」のた
めに健康診断を行って数字で記録する等の工夫をされていると伺
いました。

味の素は、SGDｓ（持続可能な開発目標）のNo.2「飢餓の撲滅・
栄養改善」を中心に教育等の目標との関連を意識して活動を進め
られています。「プロジェクトの実施には対象地域関係者の協力が
不可欠であること」、「終了後の波及も考慮して効果の拡大をめざ
す」など、ACCUの事業との共通の話題も多く、大変参考になる
お話を伺うことができました。

2016年6月〜8月

日本を含む４か国23校が参加する“食をテーマに
した国際協働学習プロジェクト”。関係者を対象
にワークショップを実施。
◇日本参加校教員：① 6月3日（金）、4日（土）
②文部科学省、ACCU　③日本出版会館
④ 14 名
◇各国プロジェクトコーディネーター：① 6月
8日（水）、9日（木）　②文部科学省、ACCU
③タイ王国　④ 3 か国 7 名

① 6月12日（日）〜 18日（土）　② ACCU　③カ
ンボジア王国

詳細…P4
① 6月12日（日）〜 19日（日）　②国際連合大
学、 中国教育部、ACCU　③中国（北京市、
寧夏回族自治区、上海市）　④ 25 名

ユネスコスクール加盟校ならびに検討校を支援す
る大学のネットワーク（ユネスコスクール支援大学
間ネットワーク）の昨年度の活動の評価と今年度
の取組みの共有。ACCUは平成27年度から事
務局を担っている。

① 6月26日（日）　②文部科学省、ACCU
③日本出版会館　④ 32 名

米国で開催された「高校模擬国連国際大会」に
日本代表団として参加した6校12名の高校生に
よる報告会。詳細…P10
① 6月26日（日）　②グローバル・クラスルー
ム日本委員会、ACCU　③日本出版会館
④ 130 名

「アフガニスタンの識字教育、初等教育改善のた
めに」と題したセミナーに職員を講師として派遣。
① 6月28日（火）　② JICA 地球ひろば
③ JICA 市ヶ谷ビル　④ 70 名

① 7月5日（火）〜 6日（水）　②ユネスコパリ本
部　③フランス（パリ）　④ 80以上のキーパー
トナー団体

詳細…P5
① 7月12日（火）〜 18日（月）　②国際連合大
学、韓国ユネスコ国内委員会、ACCU　③韓
国（ソウル、慶尚北道・仁川広域市、釜山）　
④ 48 名

プロジェクトの進捗状況と今後の計画の確認の
ため、インドにアフガニスタンの識字局職員7名と
プロジェクト職員2名を招へいし会議を行った。
ACCUより職員1名を派遣。
① 7月21日 〜 8月13日　 ② JICA　 ③ インド

（デリー）　④ 9 名

文部科学省・日本ユネスコ国内委員会より発行さ
れた「ESD推進の手引（初版）」を用いた研修を
東京都教育委員会と連携し、実施。詳細…P7
① 7月25日（月）　②文部科学省、ACCU
③日本出版会館　④ 47 名

① 8月1日（ 月）　 ② ACCU　 ③ 見 附 市 文 化
ホール　アルカディア小ホール（新潟県見附
市）　④ 44 名

ACCU奈良事務所主催の文化遺産保護の重要
性を楽しく学んでもらう出前授業。初の試みで、
地理・歴史の教員を対象に実施。詳細…P12
◇① 6月2日（木）　③奈良県立教育研究所（教
員対象）　④ 26 名
◇① 6月20日（月）　③奈良県立奈良朱雀高校

（生徒対象）　④ 37 名

JICA地球ひろば設立10周年記念企画
展関連セミナー　

ユネスコパリ本部
GAP Partner Network会議

奈良  世界遺産教室

JICA「アフガニスタン識字教育強化プロ
ジェクトフェーズ２」

「ESD推進の手引」を活用した研修 in 東京

「ESD推進の手引」を活用した研修 in 新潟

韓国政府日本教職員招へいプログラム

SMILE Asia プロジェクト
ワークショップとモニタリング

ESD Food プロジェクト
日本参加校教員対象ワークショップ

中国政府日本教職員招へいプログラム

高校模擬国連　派遣報告会

ユネスコスクール支援大学間ネットワーク
評価会議／連絡会議

①実施期間　②主催、共催団体名　③開催場所　④参加国、参加者数活動メモ　2016年6月～8月

「栄養と美味しさ」と「途上国支援」の両立
お話を伺った方：栗脇 啓氏（CSR部シニアマネージャー）

味の素の知見を活かすベトナ
ム学校給食プロジェクト

法人維
持会員

訪問記

「味の素」

第 回2

＊1 シャクティセンター　http://www.sakthifolk.org/
＊2 ダリット：インドのカースト制度の最下層で不可触民とされてきた人々が自らを呼ぶ呼称

ACCU：進藤 由美（教育協力部・人物交流部部長）、土井 みどり（総務部）

事業カレンダー（2016年8月現在・予定）
9
月

•	

E
S
D
重
点
校
形
成
事
業
参
加
校
選
定
会
議　

9
／
3（
土
）

•	

文
化
遺
産
保
護
に
資
す
る
集
団
研
修　

8
／
30（
火
）〜
9
／
29（
木
）

•	

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
事
業
推
進
委
員
会　

9
／
7（
水
）

•	

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
年
次
ア
ン
ケ
ー
ト
会
合　

9
／
15（
木
）

•	

世
界
遺
産
教
室　

9
／
20（
火
）

•	

E
S
D
重
点
校
形
成
事
業　

校
長
・
教
員
研
修
会　

9
／
22（
木
）

•	

国
際
識
字
デ
ー
イ
ベ
ン
ト　
9
／
30（
金
）

10
月

•	

世
界
遺
産
教
室　
10
／
4（
火
）・
17（
月
）

•	

「
E
S
D
推
進
の
手
引
」研
修	

i
n	

静
岡
県　
10
／
7（
金
）

•	

文
化
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）　
10
／
10（
月
）〜
15（
土
）

•	

タ
イ
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム　
10
／
4（
火
）〜
10（
月
）

•	

第
2
回
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
国
際
委
員
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
東
京
）

10
／
12（
水
）〜
14（
金
）

•	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
識
字
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
イ
ン
ド
）

11
月

•	ASP	UnivNet	

運
営
委
員
会　
11
／
6（
日
）

•	

イ
ン
ド
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム　
11
／
6（
日
）〜
13（
日
）

•	

中
国
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
①　
11
／
7（
月
）〜
13（
日
）

•	

文
化
遺
産
保
護
に
資
す
る
個
別
テ
ー
マ
研
修

11
／
8（
火
）〜
12
／
6（
火
）

•	

世
界
遺
産
教
室　
11
／
10（
木
）・
21（
月
）・
25（
金
）

•	

第
10
回
全
日
本
高
校
模
擬
国
連
大
会　
11
／
12（
土
）〜
13（
日
）

•	

Ｅ
Ｓ
Ｄ	

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

	

11
／
17（
木
）〜
19（
土
）

•	

地
域
間
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
会
議

11
／
19（
土
）〜
20（
日
）

•	

文
化
遺
産
保
護
に
関
す
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー（
奈
良
）　
11
／
23（
水
）

•	

中
国
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
②　
11
／
28（
月
）〜
12
／
4（
日
）

•	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
識
字
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
イ
ン
ド
）

12
月

•	

文
化
遺
産
保
護
に
関
わ
る
国
際
会
議　
12
／
13（
火
）〜
15（
木
）

•	ASP	UnivNet	

連
絡
会
議　
12
／
4（
日
）

1
月

•	

韓
国
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム　
1
／
17（
火
）〜
23
日（
月
）

•	

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
事
業
推
進
委
員
会

2
月

•	

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
年
次
ア
ン
ケ
ー
ト
会
合　
2
／
3（
金
）

•	

Ｅ
Ｓ
Ｄ	

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＋
Ｅ
Ｓ
Ｄ	

先
進
重
点
校
事
業	

活
動
成
果
共
有
会

•	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
識
字
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
イ
ン
ド
）

「円をつくって踊るのは、人はみな平等であるという人間的
な価値を教えるもの」というシスターチャンドラ（シャクティセン
ター＊1創立者）の言葉が胸に響く。南インド・タミルナードゥ州
のディンディガル市で、不可触民とされ学校教育を続けること
もままならずにいる少女たちを、25年間にわたって一緒に生
活しながら訓練し、地域のリーダーとして送り出してきた人だ。
その言葉は、行動と深い愛情に満ちている。芸術や芸能こ
そが、人間に普遍的な価値を教えてくれるという経験と確信
のもとに、すたれつつあったタミル民俗芸能をあえて学び、舞
台で上演できるまでに磨きあげ、少女たちがこれを踊り、歌
う。社会で声をあげる術

すべ

のないダリット＊2、しかも女性の声の
代弁者として、差別に固執する頑なな人々に対してでさえも、
ある時は強烈に、ある時にはやさしく訴えかける。これが差別
で傷ついた少女たち自身の心を癒し、自分を肯定し自信を回

復することにもなる。こうした舞台活動から得る収入で、貧し
い子どものための大規模なキャンプや村の補習センターの経
営、そのほか周辺の村のための様々な社会的プロジェクトの
費用がまかなわれているというのもユニークだ。

筆者は1999年以来シャクティセンターの活動を応援し、同
時に太鼓舞踊パライアッタム（上写真）等も教えてもらってい
る。2015年には日本で黛日本民族舞踊団、韓国のユンスミ
舞踊団との三者合同公演が実現した。本年10月には、韓国
の太鼓芸能ソルチャンゴの講習がシャクティセンターで行われ
る。ダリットの少女たちがインドの農村で韓国の農楽を踊ると
どのようになるか楽しみだ。

アジア
東奔西走

第10回 恵泉女子大学・聖心女子大学　非常勤講師
ヌリッティアンジャリ舞踊団代表

黒川 妙子（元ACCU職員）

南インド・シャクティ
センターの教育活動

社会貢献事 業


